
 

 

 

 

  

１章 公園施設⾧寿命化計画の概要（素案 P1～４） 

多摩市公園施設⾧寿命化計画（改定版）【概要版】 

■計画の位置付け 

「第六次多摩市総合計画」、「第３次多摩市みどりと環境基本計画」及び新たに策定する「多摩市パークマネ

ジメント計画」を上位計画とし、また「多摩市公共施設等総合管理計画」における個別施設計画の一つであり、

公園施設の機能保全、安全性確保及び財政負担の軽減を図る計画として位置付けられています。 

■計画期間 

・計画期間：令和６（2024）年度～令和 15（2033）年度（10 年間） 

・目標年度：計画期間終了年度 

■計画改定のポイント 

２章 ⾧寿命化計画の対象とする都市公園の設定（素案 P5～7） 

■対象公園・緑地 

３章 予備調査（素案 P8～10） 

予備調査により都市公園台帳や工事図書（竣工図）等の基礎資料から対象施設に関する基本情報を整理しま

した。調査では管理方法の違いから施設を「予防保全型管理を行う候補の施設」と「事後保全型管理を行う施

設」に区分し、設置状況や劣化・損傷の概要を整理しました。 

■予防保全型管理 

公園施設の機能保全に支障となる劣化･損傷を未然に防止するために、公園施設の日常的な維持保

全＊（清掃、保守、修繕＊など）に加え、日常点検＊、定期点検＊の場を活用した定期的な健全度調査

を行うとともに、施設ごとに必要となる計画的な補修＊・更新を行う手法です。 

■事後保全型管理 

維持保全（清掃、保守、修繕など）や日常点検、定期点検を実施し、劣化・損傷、異常・故障が確

認され、求められる機能が確保できないと判断された時点で、撤去・更新を行う手法です。 

４章 健全度調査・判定（素案 P11～15） 

施設の劣化や損傷の状況を確認することを目的として健全度調査を行い、その情報をもとに、公園施設ごと

の劣化や損傷の状況を把握し、安全性などを確保するために公園施設の補修若しくは更新の必要性について、

総合的な判定を行いました。健全度の総合的な判定は、「Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ」の４段階で評価しました。 

■健全度調査・健全度判定 

■健全度判定結果 

令和４（2022）年度の健全度判定結果は、全体の 66%が健全度 A 判定であり、ほぼ健全である健全度 B 判

定との合計は全体の 91%を占めています。また、早急に対策が必要となる健全度 D 判定は 0.1％（22 施設）

存在している状況です。 
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５章 公園施設⾧寿命化計画の策定（P16～25） 

■公園施設⾧寿命化のための基本方針 

■計画策定における前提条件 
① ⾧寿命化と安全性の確保 

設置から 30 年以上経過している公園施設が多く、ほとんどの施設が使用見込み期間を超過していますが、

健全な施設が多数存在するため健全度判定を基に対策を行います。 

② 公園機能に合わせた施設再編 

街区公園では、単一的な遊具などが多く、公園 

機能が重複しています。地域ニーズに合わせた利 

用価値を高めるため、公園施設の配置換えや集約 

により、機能再編を図ります。 

③ 利用促進に向けた施設更新 

近隣公園以上の公園は、公園施設の更新を公園単位で一体的に実施することでバリアフリー化なども推進

し、安全・安心と公園機能の向上による利用促進を図ります。設計段階から市民と一緒に検討し、利用者ニー

ズを踏まえた施設更新を行います。 

■計画策定と平準化 
検討した対策時期と実施内容を踏まえ、公園施設⾧寿命化計画の策定を行います。事業費は、健全度調査・

定期点検等の管理を行いながら⾧寿命化の視点を取り入れた補修・更新を行っていく公園施設と、公園単位で

一体的に実施し、公園機能の向上による利用促進を図る公園に分けて算定しました。 

対策時期が集中すると膨大な予算が必要となり、予算を上回る年度が生じる場合があることから、平準化が

必要となります。平準化の検討にあたっては、緊急度の高い施設から対策を行うことを基本とし、緊急度及び

健全度が同一の施設については、地域での活動や利用者が多い公園に配慮した優先順位の高い施設から対策を

実施します。 

６章 公園橋梁の⾧寿命化対策の検討（P26～34） 

■対象橋梁 
公園緑地課では、計 13 橋の橋梁（以下、「公園橋梁」という。）を管理しています。公園橋梁は、都道など

の道路を跨ぐもの、公園内に架かるもの等があります。公園橋梁は公園施設ですが、道路橋と概ね同様の構造

であることから、対策の周期や工法・単価等の諸条件については、「多摩市橋梁⾧寿命化修繕計画」の考え方

を参考に、必要な整合を図る位置付けとしています。 

■健全度の結果 
過年度の公園橋梁点検の結果を踏まえ実施した目視点検から、公園橋梁の状態は、半数以上は概ね健全な状

況です。日常の利用に支障がないよう維持保全などによる措置も行っていますが、一部の公園橋梁では劣化が

進行しており、使用を停止しています。補修が必要な公園橋梁については、早期の補修や劣化の進行傾向も踏

まえつつ、時宜を得て補修を行うことが望ましいものなどがあります。 

■公園橋梁⾧寿命化対策等 

公園橋梁は、計画的なメンテナンスサイクル（点検ʷ診断ʷ措置ʷ

記録）を回すことで、公園橋梁の状態を定期的に把握し、管理類型に

応じて適切な補修などによる⾧寿命化を図ります。 

公園橋梁の個別の特性や利用状況、健全度の実態、迂回路の有無や

管理手間・コスト等を総合的に勘案し、予防保全型管理、事後保全型

管理及び観察維持型管理に分類し、ニーズに合わせた合理的な管理を

実施します。 

■⾧寿命化計画の策定 

■原峰公園木橋・豊ヶ丘北公園跨線橋のあり方の検討 
原峰公園木橋は、老朽化に伴い通行止めとしており、対応が急務となっています。また、豊ヶ丘北公園跨線

橋は鉄道を跨ぐ橋であることから点検費用や補修費用が非常に高額であり、管理者としてのリスクも大きな状

況となっています。そのため、この２橋については集約や撤去も含めた今後のあり方について利用実態なども

踏まえたうえで検討を実施します。 

⾧寿命化計画の基本方針として、予防保全型管理と事後保全型管理を行う公園施設について、対策の方針を

定めます。 

予防保全型管理については、日常点検や定期的な点検により劣化及び損傷を確認し、計画的な修繕や⾧寿命

化対策の実施を行い、更新の際にはニーズに合わせて配置換えや集約を検討し、機能再編を図ります。 

事後保全型管理については、維持保全と日常管理で施設の機能の保全と安全性を維持し、著しい劣化や損傷

を把握した場合には施設の撤去や更新を行います。 

公園施設の⾧寿命化計画と同様に、対策時期が集

中しないよう、平準化を行います。 

一体的に更新を行う公園の年次計画 

約 13,900 千円/年 

健全度調査結果 


